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会議・打合せ記録 

会 議 録 第1回豊田市公共交通会議 

次  第 

（１）主催者 あいさつ 

（２）豊田市公共交通計画の策定の目的について 

（３）会議規約について 

（４）会長あいさつ 

（５）議事 

①豊田市の概況 

②豊田市の交通網の現状 

③各地区の計画と交通施策の展開 

④交通流動の現状 

⑤交通に関する住民意識調査 

⑥今後の進め方 

日  時 平成１7年8月２9日（月） 14：0０ ～  

場  所 豊田市役所 南５１会議室（南庁舎５階） 

出 席 者 

【委 員】 荻野  弘（豊田工業高等専門学校） 

      藪押 光市（豊田商工会議所） 

      野田 宏治（豊田工業高等専門学校） 

      水野  清（豊田市区長会） 

      越村 文男（豊田市老人クラブ連合会） 

      新田 都子（豊田市消費者グループ連絡会） 

      安藤 寿昭（豊田市PTA連絡協議会） 

      平岩  博（豊田市社会福祉協議会） 

      本田 吉広（名古屋鉄道株式会社） 

      梶原雅一郎（愛知環状鉄道株式会社） 

      鈴木 和洋（名鉄バス株式会社） 

      岸本 康典（愛知県タクシー協会豊田支部） 

      田中  昇（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局） 

      福本  充（国土交通省中部地方整備局名古屋国道事務所） 

      水谷 哲士（愛知県） 

      加藤 達朗（豊田加茂建設事務所） 

      小向 智晶（豊田加茂建設事務所足助支所） 

      下尾  強（豊田警察署） 

      水野  勝（足助警察署） 

      佐藤八十朗（豊田市） 

【事務局】豊田市都市整備部交通政策課 

 

資  料 

① 次第、配席表 

② 豊田市公共交通計画の策定について 

③ 豊田市公共交通会議規約（案） 

④ 豊田市公共交通会議（第１回会議資料） 
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【会議内容】 

（１）主催者 あいさつ 

（２）豊田市公共交通計画の策定の目的について 

 豊田市の交通まちづくり計画の概要及び豊田市公共鼓通会議の位置づけについて説明。 
（３）会議規約について 

（４）会長あいさつ 

 公共交通の実現には時間がかかるので、委員の方と一緒に頑張って行きたい。 
（５）議事 

①豊田市の概況 

②豊田市の交通網の現状 

③各地区の計画と交通施策の展開 

④交通流動の現状 

⑤交通に関する住民意識調査 

⑥今後の進め方 

◆ 質 疑 
（委員）公共交通機関の豊田市内のカバー率はどのくらいか。 

（事務局）旧豊田市に関しては、87、２%をカバーしている。新市についてはデータがまだないの

で、今後調査する。 

（委員）鉄道利用者の端末交通手段はどのようなものがあるか。 

（事務局）全体ではバスが２４％、自動車が１１％、徒歩が４３％である。資料３のP９に各駅の

端末手段が表にしてある。 

（委員）旧町村地域のバス交通網の人口カバー率は、感覚的にもっと低く感じる。 

（事務局）旧町村地域のデータは、現在はないため、新豊田市の公共交通網の人口カバー率を、今

後算定する。 

（会長）旧町村地域についても、旧豊田市の生活交通確保基本計画の考え方を基に公共交通の進展

をこの会議で検討していく。 

（委員）公共交通に関するハード整備は、予算的にはどうなるのか。また、観光事業の進展を図る

ために、バスやタクシー自体の利用者を確保するための取組み（レトロバスなどの導入等）

が必要になるのではないか。 

（事務局）予算については、必要に応じて確保していく。公共交通の利用者確保のための施策につ

いても、この会議で検討していきたい。 

（委員）豊田・下山線以外のバスについても整備して行く予定はあるのか。 

（事務局）他路線の整備や既存路線の改善について、この会議で検討していきたい。 

（委員）将来の人口減少などの動向をとらえて計画に反映して行くことが必要である。現状のデー

タのみから判断するのではなく、将来の動向を推計して数値を考えて行くべきである。 

（事務局）データについては、今後のアンケート調査の分析も含めて慎重に検討していく。 

（委員）公共交通は乗りやすい料金（お小遣い程度）で乗れるようにして欲しい。 

（事務局）補助金や地域でのバランス等をこの会議で検討したい。具体的な料金体系等については、

今後設置予定の（仮）公共交通評価会議で検討していくことになる。 

（委員）利用状況にこだわりすぎずに、思い切った施策を検討して欲しい。 

（委員）福祉関係の輸送についてもこの会議で議論していきたい。 

（委員）今後実施するバス利用者アンケートについて、調査票の内容を議論する必要があるのでは。

（事務局）現在調査票（案）を作成しているので、一度委員の皆様に内容を確認していただきたい。

（委員）公共交通を利用しない者に対してもアンケートを実施するべき。 

（事務局）今年度実施予定の市民意識調査で、公共交通の利用状況や利用者・非利用者の意見を調

査する予定。また、旧町村地域については、６月に実施した人の動き調査で同様の設問

を設けた。 

◆その他 

第２回会議は、１０／１２（水）１０：００から同じ会議室で実施予定。 

 


